


























































































































































































































































































から、1985（昭和 60）年の解散となる 33 回展までを見渡し、
便宜的に四期にわけてみた。主にメンバーの出入りや、会報
に見出される問題意識などを参照に考察を進める。
　　＊初　期：「朱泉会展」 １ ～ ５回（1953-1957 年）
　　＊展開期：「朱泉会展」 ６ ～ 12 回（1958-1964 年）
　　＊安定期：「朱泉会展」13 ～ 20 回（1965-1972 年）
　　＊成熟期：「朱泉会展」21 ～ 24 回（1973-1976 年）








































































































展はサブリ（147 × 67mm） （fig.4a） （fig.4b）、５回展は萩























































































































　1958（昭和 33）年 10 月 19 日から 24 日までの六日間、朱
泉会の東京展が銀座画廊で開催された。（fig.5）以降、東京
















































５月 29 日（金）176 人
30 日（土）176 人
31 日（日）430 人
６月 １ 日（月）186 人
２日（火）    5 人








和 15）年の第 1 回展から、召集と復員の中断を経て、1951（昭
和 26）年まで出品を続けた。初個展は 1951（昭和 26）年名
古屋の丸善画廊で、着実に東京での個展実績も積んできた。
　眞島が朱泉会への入会が認められたのは渡仏後、1959（昭























　８回展への朝日新聞の展評は「新味のない “ 前衛 ”」とい
う見出しで、辛口の内容だった。「それぞれの分野で前衛的
な仕事を進めているわけだろうが、たくましい前衛というよ












“ サロン的前衛 ” にはまちがいない」と結んでいる。
















































































































































































































あった。この年の野村の発表は精力的だ。まず 2 月 24 日―3
月１日に名古屋の豊田ビル画廊で個展、5 月 5 日―5 月 9 日
に愛知県美術館で「12 回朱泉会展」、（fig.10a） （fig.10b）8 月
31 日―9 月 5 日に東京の養清堂画廊で個展「野村博銅版画







































































































2019 年 4 月 2 日～ 6 月 23 日（愛知県美術館）





























号　朱泉会、昭和 37 年 4 月 20 日発行
（15）「朱泉会 20 回展によせて」　『朱泉』第 23 号　朱泉会、
昭和 47 年 4 月 10 日発行















（33）『美術手帖』1959 年 11 号　展覧会だより　銀座画廊の
スケジュールより
（36）『街のパンフレット』第46号 pp.16-17,32  通称『街パン』。
（37）「日本列島＝前衛グループ・ガイドマップ」、『美術手帖』























（40）『美術手帖』1964 年 11 号 pp.120-131 「作品合評」個展・
グループ展から（8 月後半～ 9 月前半）として、野村太
郎とヨシダ・ヨシエの対談形式で掲載（野村博の個展に
関しては　p129）。
（41）深沢幸雄（1924-2017）の個展は、1964 年 9 月 9 日－










タイトル 会場 会期     出品作家 備考 
朱泉会展 ⻘柳ギャラリー （⻘柳総本家 広⼩
路店） 
1953（昭和 28）年 




朱泉会第⼆回展 第⼀会場 ⻘柳総本家 広⼩路店 
第⼆会場 丸善三階 
1954（昭和 29）年 




第３回朱泉会展 丸善画廊 1955（昭和 30）年 




第４回朱泉会展 丸善画廊 1956（昭和 31）年 
5 ⽉ 18 ⽇―5 ⽉ 23 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、サブリ・テツ 
5 ⽉ 17 ⽇ 16 時から会場で内覧
会を兼ねたレセプション 
毎⽉の「例会」開催がはじまる 











朱泉会展（東京） 銀座画廊 1958（昭和 33）年 




第７回朱泉会展 愛知県美術館 1959（昭和 34）年 
5 ⽉ 29 ⽇―6 ⽉ 3 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博 
『あかいいずみ』第 1 号 1959.4 
第２回朱泉会展 
（東京） 
銀座画廊 1959（昭和 34）年 11 ⽉ 7 ⽇―11 ⽉ 12 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 
『あかいいずみ』第 2 号 1959.9 
眞島建三⼊会 
 
第８回朱泉会展 愛知県美術館 1960（昭和 35）年 5 ⽉ 3 ⽇―5 ⽉ 8 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 
『あかいいずみ』第 3 号 1960.3 
『朱泉』第 4 号 1960.7.20 
第３回朱泉会 
東京展 
銀座画廊 1960（昭和 35）年 
11 ⽉ 6 ⽇―11 ⽉ 11 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 
『朱泉』第 5 号 1960.10.25 
第９回朱泉会展 愛知県美術館 1961（昭和 36）年 
4 ⽉ 26 ⽇―5 ⽉ 1 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 
『朱泉』第 6 号 1961.4.5 
第４回朱泉会 
東京展 
銀座画廊 1961（昭和 36）年 11 ⽉ 1 ⽇―11 ⽉ 6 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 
『朱泉』第 7 号 1961.10.20 
第 10 回朱泉会展 愛知県美術館 1962（昭和 37）年 5 ⽉ 4 ⽇―5 ⽉ 9 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 
『朱泉』第 8 号 1962.4.20 





銀座画廊 1962（昭和 37）年 
11 ⽉ 7 ⽇―11 ⽉ 12 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 
『朱泉』第 9 号 1962.10.20 
 
第 11 回朱泉会展 愛知県美術館 1963（昭和 38）年 
5 ⽉ 5 ⽇―5 ⽉ 10 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 
『朱泉』第 10 号 1963.4.25 
第６回朱泉会 
東京展 
椿近代画廊 1963（昭和 38）年 11 ⽉ 5 ⽇―11 ⽉ 10 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 
『朱泉』第 11 号 1963.9.25 
 
第 12 回朱泉会展 愛知県美術館 1964（昭和 39）年 5 ⽉ 5 ⽇―5 ⽉ 9 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 
『朱泉』第 12 号 1964.4.20 
第７回朱泉会 
東京展 
椿近代画廊 1964（昭和 39）年 
11 ⽉ 2 ⽇―11 ⽉ 7 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、野村博、眞島建三 





第 13 回朱泉会展 愛知県美術館 1965（昭和 40）年 
4 ⽉ 26 ⽇―4 ⽉ 30 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、眞島建三 
『朱泉』第 14 号 1965.4.20 
第８回朱泉会 
東京展 
椿近代画廊 1965（昭和 40）年 11 ⽉ 3 ⽇―11 ⽉ 8 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、眞島建三 
『朱泉』第 15 号 1965.10.20 
 
第 14 回朱泉会展 愛知県美術館 1966（昭和 41）年 4 ⽉ 23 ⽇―4 ⽉ 26 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、眞島建三 
『朱泉』第 16 号 1966.4.15 
『朱泉』第 17 号 1966.11.5 
第 15 回朱泉会展 愛知県美術館 1967（昭和 42）年 
4 ⽉ 25 ⽇―4 ⽉ 30 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、眞島建三 
『朱泉』第 18 号 1967.4.17 
 
第 16 回朱泉会展 愛知県美術館 1968（昭和 43）年 7 ⽉ 1 ⽇―7 ⽉ 8 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、眞島建三 
『朱泉』第 19 号 1968.8.25 
 
第 17 回朱泉会展 愛知県美術館 1969（昭和 44）年 
4 ⽉ 22 ⽇―4 ⽉ 26 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、眞島建三 
『朱泉』第 20 号 1969.4.20 
第 18 回朱泉会展 愛知県美術館 1970（昭和 45）年 
5 ⽉ 21 ⽇―5 ⽉ 25 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、眞島建三 
『朱泉』第 21 号＊ 
第 19 回朱泉会展 愛知県美術館 1971（昭和 46）年 5 ⽉ 24 ⽇―5 ⽉ 29 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
後藤敬⼀郎、眞島建三 
『朱泉』第 22 号＊ 
第 20 回朱泉会展 愛知県美術館 1972（昭和 47）年 




『朱泉』第 23 号 1972.4.20 
第 21 回朱泉会展 愛知県美術館 1973（昭和 48）年 








第 23 回朱泉会展 愛知県美術館 1975（昭和 50）年 




第 24 回朱泉会展 愛知県美術館 1976（昭和 51）年 
5 ⽉ 22 ⽇―5 ⽉ 25 ⽇ 
⽯⿊⼆郎、萩原冬珉、野⽔信、 
眞島建三 
⽯⿊⼆郎 逝去 1976.10.26 




第 26 回朱泉会展 愛知県美術館 1978（昭和 53）年 
5 ⽉ 25 ⽇―5 ⽉ 31 ⽇ 
萩原冬珉、野⽔信、眞島建三、 
⼩川清、川島登茂美、鷲尾秋⾹ 
1978 年 7 ⽉３⽇―県美術館改
装⼯事のため休館 
第 27 回朱泉会展 
⽯⿊⼆郎遺作併展 
愛知県美術館 1979（昭和 54）年 
5 ⽉ 10 ⽇―5 ⽉ 14 ⽇ 
萩原冬珉、野⽔信、眞島建三  
第 28 回朱泉会展 愛知県美術館 1980（昭和 55）年 














第 31 回朱泉会展 愛知県美術館 1983（昭和 58）年 5 ⽉ 25 ⽇―5 ⽉ 29 ⽇ 
萩原冬珉、野⽔信、眞島建三、 ⾃選展 
第 32 回朱泉会展 
萩原冬珉遺作併展 
愛知県美術館 1984（昭和 59）年 




萩原冬珉 逝去 1984.3.13 
野⽔信 逝去    1984.7.14 
第 33 回朱泉会展 
野⽔信遺作併展 
愛知県美術館 1985（昭和 60）年 
6 ⽉ 6 ⽇―6 ⽉ 9 ⽇ 
浅野兼司、古川清、野⽔真紀⼦、喜
代志松治、宇旦、⽯⿊鏘⼆、岩本幸
三、⽯川豊、吉⽥⼀江、⼩⾙末吉、
河合澄雄、⼊倉則夫、加藤紀⼦、⼩
川清、奥村都美也、⼋⽊ノブオ、⽯
井佐夜 
朱泉会解散 
「朱泉会」が問うもの〔前編〕
